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｢

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部｣

会
員
募
集 

 

令
和
７
年
度
に
雷
別
地
区
国
有
林
︵
標

茶
町
雷
別
︶
で
﹁
広
葉
樹
の
森
林
づ
く
り

活
動
﹂
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
□
ア
の
方
々
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
︒ 

 
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
に
注
ぐ
シ
ラ
ル
ト
ロ

エ
ト
ロ
川
の
最
上
流
部
に
位
置
す
る
雷

別
地
区
国
有
林
に
は
︑
林
齢
が
７
０
年
を

超
え
る
森
林
が
広
が
□
て
い
ま
す
が
︑
平

成
１
２
年
に
そ
の
一
部
の
ト
ド
マ
ツ
人

工
林
が
︑
立
□
た
ま
ま
枯
れ
て
し
ま
う
被

害
に
遭
い
︑
笹
地
と
な
□
て
し
ま
□
た
箇

所
が
あ
り
ま
す
︒
当
セ
ン
タ
□
で
は
︑
こ

の
被
害
箇
所
に
郷
土
樹
種
で
あ
る
多
様

な
広
葉
樹
︵
ミ
ズ
ナ
ラ
︑
ヤ
チ
ダ
モ
︑
キ

ハ
ダ
︑
カ
ツ
ラ
等
︶
を
計
画
的
に
植
栽
す

る
等
︑
森
林
再
生
に
取
組
ん
で
い
ま
す
︒ 

           

 

今
回
︑
会
員
を
募
る
﹁
雷
別
ド
ン
グ
リ

倶
楽
部
﹂
は
︑
平
成
１
９
年
７
月
か
ら
活

動
し
て
お
り
︑
雷
別
国
有
林
の
﹁
森
林
づ

く
り
活
動
﹂
等
に
継
続
的
に
関
わ
□
て
い

た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
□
ア
の
方
々

の
集
ま
り
で
す
︒ 

  

募
集
内
容
等 

♫
募
集
人
数 

先
着
順
で
２
０
名 

♫
募
集
期
間 

４
月 

１
日
︵
火
︶
か
ら 
 

 
 

 
 

 

４
月
１
８
日
︵
金
︶
ま
で 

＊
募
集
人
数
に
達
し
次
第
︑
締
切
り
と
し
ま
す
︒ 

♫
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
︑
当
セ
ン
タ
□
ま
で
メ
□
ル
︑

電
話
等
で
ご
応
募
下
さ
い
︒ 

♫
各
自
で
︑
社
会
福
祉
協
議
会｢

ボ
ラ
ン

テ
□
ア
活
動
保
険｣

の
加
入
を
必
ず
お
願

い
し
ま
す
︒ 

           

♫
募
集
の
詳
細
は
︑
当
セ
ン
タ
□
ホ
□
ム

ペ
□
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒ 

＊
ア
ド
レ
ス
は
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
︒ 

  

令
和
７
年
度
の
活
動
予
定 

□□□□□□
第
１
回 

 

６
月
２
５
日
︵
水
︶ 

雷
別
国
有
林
で
植
樹
と
保
護
管
の
被
覆 

□□□□□□
第
２
回 

 

９
月
２
４
日
︵
水
︶ 

雷
別
国
有
林
で
植
樹
と
保
護
管
の
被
覆 

□□□□□□
第
３
回 

１
０
月
２
２
日
︵
水
︶ 

 

パ
イ
ロ
□
ト
フ
□
レ
ス
ト
で
自
然
観
察 

□□□□□□
第
４
回 

 

２
月 

４
日
︵
水
︶ 

 

次
年
度
の
活
動
計
画
策
定
等 

＊
第
１
回
□
第
３
回
の
活
動
は
︑
当
セ
ン
タ
□
か
ら
現
地
ま
で

貸
切
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
︒ 

 

な
お
︑
諸
般
の
事
情
に
よ
り
︑
日
程
・

内
容
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
︑
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
︒ 

         

▽令和 6 年度活動風景（広葉樹植樹） 

▽令和 6 年度活動風景（保護管被覆） 

▽令和 6 年度活動風景（自然観察） 

▽令和 6 年度活動風景（次年度計画策定） 
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﹁
生
態
系
再
生
小
委
員
会
﹂に
再
編 

 
令
和
７
年
２
月
１
７
日
︵
月
︶
に
︑
旧

森
林
再
生
小
委
員
会
が
釧
路
地
方
合
同

庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒ 

 

こ
れ
は
﹁
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議

会
﹂
が
︑
令
和
６
年
１
０
月
に
７
つ
の
小

委
員
会
に
つ
い
て
︑﹁
生
物
環
境
﹂﹁
物
理･

化
学
環
境
﹂﹁
社
会･
経
済
環
境
﹂
の
３
分

野
に
再
編
す
る
こ
と
と
な
り
︑
今
回
は
生

物
環
境
分
野
の
﹁
湿
原
再
生
﹂﹁
河
川
環
境

再
生
﹂﹁
森
林
再
生
﹂
の
３
小
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
︒ 

 

議
事
で
は
各
小
委
員
会
か
ら
︑
事
業
の

成
果
と
今
後
の
予
定
等
の
報
告
と
併
せ 

               

て
︑
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒ 

 

こ
の
他
︑
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
そ

れ
ぞ
れ
の
実
施
主
体
の
各
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
︑
釧
路
湿
原
に
お
け
る
生

物
多
様
性
の
保
全
︑
気
候
変
動
へ
の
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
る
と

と
も
に
︑
新
し
い
委
員
長
と
委
員
長
代
理

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
︒
な
お
︑
小
委
員
会

の
新
た
な
名
称
は
﹁
生
態
系
再
生
小
委
員

会
﹂
に
決
ま
り
ま
し
た
︒ 

  

﹁
全
体
構
想
﹂の
改
定
作
業
が 

 
 

 

令
和
７
年
度
に
着
手
さ
れ
ま
す 

 

令
和
７
年
３
月
７
日
︵
金
︶︑
第
３
１
回 

                 

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
が
︑
釧
路
市

観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
□
と
Ｗ
ｅ
ｂ
配

信
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒ 

 

当
日
は
︑
第
１
２
期
前
期
の
協
議
会
構

成
員
の
公
募
結
果
や
会
長
と
会
長
代
理

の
選
出
が
あ
り
︑
会
長
は
中
村
太
士
北
海

道
大
学
大
学
院
名
誉
教
授
に
︑
引
続
き
担

□
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒ 

 

ま
た
︑
各
小
委
員
会
か
ら
は
︑
再
編
後

の
基
本
方
針
と
実
施
内
容
と
併
せ
て
︑
湿

原
再
生･

河
川
環
境
再
生･

森
林
再
生
小

委
員
会
は
﹁
生
態
系
再
生
﹂︑
土
砂
流
入･

水
循
環
小
委
員
会
は
﹁
土
砂
流
入･

水
循

環
﹂︑
再
生
普
及･

地
域
づ
く
り
小
委
員
会

は
﹁
み
ん
な
の
湿
原
﹂
と
名
称
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
︒ 

 

次
に
︑
各
取
組
み
の
実
施
状
況
や
今
後

の
予
定
等
の
説
明
が
行
わ
れ
︑
当
セ
ン
タ

□
は
︑
雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
で
森

林
再
生
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
実

施
状
況
︑
委
員
か
ら
の
意
見
と
対
応
方
針

を
報
告
し
ま
し
た
︒ 

 

最
後
に
﹁
釧
路
湿
原
自
然
再
生
全
体
構

想
﹂
の
見
直
し
に
つ
い
て
︑
社
会
環
境
の

変
化
や
改
定
後
１
０
年
間
の
取
組
み
の

評
価
等
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
︑
次

年
度
か
ら
改
定
作
業
に
着
手
し
た
い
と

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
委
員
の
了
承

を
得
て
︑
協
議
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
︒ 

 

林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林ふれあい推進センター 
 〒085-0825 北海道釧路市千歳町６番11号 
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【URL】https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html 
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ボランティア団体・地域住民、企業、行政機関等の活動支援や技術指導を行っています。 

▽小委員会開催の様子 

▽協議会開催の様子 


